
■ 

大
雨
被
害
と
対
応

　

５
月
18
日
の
大
雨
で
は
、
崖
崩
れ
が

１
件
、
河
川
の
護
岸
等
の
被
害
が
４
件
、

農
業
用
施
設
の
損
壊
３
件
が
発
生
し
た

ほ
か
、
市
道
７
カ
所
で
法
面
な
ど
の
崩

壊
に
よ
り
、
一
時
通
行
止
め
と
な
り
ま

し
た
。

　

崖
崩
れ
の
発
生
に
よ
り
自
主
的
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
文
化
の
杜
交

流
館
コ
モ
ッ
セ
を
避
難
所
と
し
て
開
設

し
た
ほ
か
、
八
幡
平
字
永
田
地
内
の
河

川
堤
防
の
一
部
が
崩
壊
し
、
決
壊
の
可

能
性
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
避
難
準
備・

高
齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
発
令
し
ま

し
た
。

　

崖
崩
れ
や
河
川
堤
防
の
崩
壊
は
人
的

被
害
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
に
対
し
、
迅
速
な
応
急
措

置
と
恒
久
的
な
対
策
を
強
く
要
望
し
ま

す
。

■ 

山
菜
採
り
に
伴
う
遭
難
事
故
な
ど

の
防
止

　

今
年
度
も
５
月
１
日
か
ら
十
和
田
高

原
地
区
の
市
道
２
カ
所
の
通
行
を
規
制

し
、
入
山
自
粛
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
樹
海
ラ
イ
ン
周
辺
で
数
件

の
遭
難
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
無
事
、

発
見
救
助
に
至
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
事
故
防
止

に
努
め
ま
す
。

■ 

移
住
の
促
進
と
交
流
人
口
の
拡
大

　

４
月
か
ら
新
た
な
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
１
人
を
迎
え
、
３
人
体
制
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
移
住
相
談
や
空
き
家

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

は
、
３
月
末
で
退
任
し
た
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
４
人
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
連
携

し
て
移
住
促
進
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
予
備
軍
と
な
り
う
る

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国

の
「
関
係
人
口
」
創
出
事
業
の
採
択
を

受
け
、
本
市
へ
の
想
い
が
あ
る
方
々
で
、

「
鹿か

づ
の
け

角
家
」
と
い
う
、
１
つ
の
大
き
な

家
族
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

■ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援

　

昨
年
度
、
集
落
支
援
員
活
動
事
業
を

活
用
し
た
５
つ
の
自
治
会
の
う
ち
、
４

つ
の
自
治
会
が
地
域
資
源
な
ど
を
生
か

し
た
活
性
化
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
２
つ
の
自
治
会
で
集

落
の
課
題
や
地
域
資
源
を
把
握
す
る

状
況
調
査
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続

き
、
集
落
支
援
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
自
治
会
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

■ 

地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

４
月
１
日
か
ら
、
か
づ
の
厚
生
病
院

の
精
神
科
に
常
勤
医
２
人
が
配
置
さ
れ
、

週
５
日
の
診
療
が
可
能
と
な
り
、
新
患

の
受
け
入
れ
も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
地
域
医
療
推
進
員

を
配
置
し
て
お
り
、
県
と
連
携
し
て
本

市
に
縁
の
あ
る
医
師
に
情
報
提
供
を
行

い
な
が
ら
、
産
婦
人
科
医
を
は
じ
め
と

し
た
医
師
の
確
保
対
策
を
講
じ
ま
す
。

■ 

松
館
し
ぼ
り
大
根
が
G
I
登
録

　

松
館
し
ぼ
り
大
根
が
、
４
月
９
日
付

け
で
「
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
地
理

的
表
示
保
護
（
G
I
保
護
制
度
）
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
特
別
な
生
産
方
法

に
よ
っ
て
、
高
い
品
質
や
評
価
を
獲
得

し
て
い
る
農
林
水
産
物
な
ど
の
名
称
を

・
関
係
人
口
創
出
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
択

・「
道
の
駅
お
お
ゆ
」効
果
で
観
光
入
込
数
増
加

・
コ
モ
ッ
セ
３
年
目
は
過
去
最
高
の
利
用
者
数

平成30 年第5 回鹿角市議会定例
会が5 月29日から24日間の会期
で開かれ、補正予算案などの議
案が審議されました。初日に行わ
れた市長の行政報告の概要は次
のとおりです。
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行 政 報 告

国
に
登
録
し
、
知
的
財
産
と
し
て
保

護
す
る
制
度
で
す
。
生
産
者
の
方
々
に

と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
、
一
層
の

生
産
意
欲
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■ 

果
樹
の
栽
培
拡
大

　

果
樹
は
、
例
年
に
比
べ
野
ネ
ズ
ミ
に

よ
る
被
害
が
や
や
多
く
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
大
き
な
影
響
は
な
い
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
果
樹
農
家
の
労

働
力
を
支
援
す
る
た
め
、
人
材
確
保
育

成
支
援
事
業
と
し
て
、
12
人
の
果
樹
サ

ポ
ー
タ
ー
を
育
成
し
て
お
り
、
農
家
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
北
限
の
桃
の
栽
培
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

■ 

大
型
連
休
中
の
観
光
客
が
増
加

　
「
道
の
駅
お
お
ゆ
」
が
４
月
28
日
に

待
望
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、
当
日
は
同

施
設
を
設
計
し
た
隈く

ま
け
ん
ご

研
吾
氏
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
詰
め
か
け
た
多
く
の
来
場
者
と
と

も
に
盛
大
に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
型
連
休
中
の
来
場
者
は
９
日
間
で
約

２
万
４
５
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
連
休
中
の
市
内
の
観
光

客
の
入
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
観
光
施

設
は
前
年
比
約
２・
７
％
、
宿
泊
施
設

は
約
３・４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
十
和
田
湖
と
八
幡
平
の
玄

関
口
に
位
置
す
る
２
つ
の
道
の
駅
が
連

携
し
相
乗
効
果
を
生
ん
だ
も
の
と
捉

え
て
お
り
、
引
き
続
き
効
果
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
誘
客
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■ 

管
内
の
雇
用
情
勢

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角
管
内
の
３
月
末

の
有
効
求
人
倍
率
は
１
・
79
倍
と
依
然

と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
積
極
的
な
支
援
効
果
の
現
れ
で

あ
り
、
新
た
な
雇
用
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
有
効
求
職
者
数
の

減
少
と
、
求
人
・
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
労
働
局
と
の
雇
用
対
策
協

定
の
も
と
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
要
因
分
析
と
対
策
の
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
高
校
生
は
も
と
よ
り
、

Ａ
タ
ー
ン
登
録
者
の
地
元
就
職
を
含
め
、

市
内
企
業
の
人
材
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

■ 

大
湯
環
状
列
石
の
見
学
を
一
部
再
開

　

昨
年
７
月
以
降
、
熊
の
出
没
に
よ
り
、

史
跡
の
見
学
を
全
面
的
に
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
28
日
か
ら
一
部
を
再

開
し
ま
し
た
。

■ 

コ
モ
ッ
セ
利
用
者
数
は
過
去
最
高

　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
の
３
年

目
の
利
用
実
績
は
34
万
５
千
人
余
り
で

過
去
最
高
と
な
り
、
開
館
か
ら
３
年
連

続
で
30
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
当
初
目

標
と
し
た
20
万
人
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
。

　

文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
市
民
か
ら
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
周

辺
施
設
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
―
０
２
０
３

1 本市と継続的に関わってくださる方と一
緒に「鹿角家」の構築を目指します。

2 松館しぼり大根栽培組合の山崎氏が GI
登録の喜びを児玉市長に伝えました。

3 道の駅おおゆのオープン当日は、多くの来
場者で賑わいました。

4 文化ホールをはじめ、さまざまなイベントが
行われるコモッセは、多くの方に利用されてい
ます。
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